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2012-13 年度 RI テーマ  

奉仕を通じて平和を 

RI 会長   田中作次 

RI2830 地区ガバナー     

     松本康子 

■例会予定 ■ 

8 月 13 日（月） 

休 会（お盆休み） 

8 月 20 日（月） 

E 例会 「ロータリーの綱

領について」 

8 月 27 日（月） 

内部卓話：「私の履歴書」

（秋元隆会員） 

9 月 3 日（月） 

休 会（6 日のガバナー公

式訪問例会と振替です） 

9 月 6 日（木） 

ガバナー公式訪問例会 

17：00 会長幹事面談 

18：00 クラブ協議会 

19：00 例会 

9 月 10 日（月） 

内部卓話：「私の履歴書」

（荒田俊治会員） 

9 月 17 日（月） 

休会（敬老の日） 

9 月 24 日（月） 

内部卓話：「私の履歴書」

（板澤雅人会員） 

9 月 30 日（日）     

十和田八甲 RC10 周年記念

式典 

 

 

今年度の会員増強目標 15 名！ 
各委員会活動計画が発表されました

 

□会員増強・維持委員会  

委員長：菊池勲                     
副委員長：吉澤葉子    

委員：木村由美、齋藤信夫 

設立 1 年目の会員増強・維

持委員会の方針は、大きく分

けて 2 つのテーマで活動して

いこうと考えています。1 つ

は、会員の方々にとって、全

員参加型のクラブを目指すこ

とです。職業奉仕などの日常

生活において忙しい中、会員

それぞれが色々な企画やイベ

ントに思いを込めて取り組む

ことができるような環境をつ

くります。もう１つは、クラ

ブの広報、公開講座、アウト

プットの機会を増やし、アッ

プルロータリークラブの魅力

を知ってもらう機会を増やす

ことです。活動内容をより透

明度の高いものにし、アップ

ルロータリークラブに入りた

いと思う方を増やしていくこ

とに取り組んでいきます。こ

れらの大きな２つの柱を通し

て、会員増強と維持管理につ

とめて参ります。 

 

 

[具体的な活動]     

①欠席者への小まめなフォ

ロー対策。欠席により落後

者になるケースを無くすよ

うに心がけます。    

②会社訪問や自宅訪問を定

期的に行います。委員とし

てクラブのメンバーを知る

ことと親睦をはかることを

率先して行います。   

③11 月、4 月（予定）に外

部講師をお呼びして弘前ア

ップルロータリークラブ主

催の公開講座を行います。

弘前アップルロータリーク

ラブの活動を知ってもらう

機会をつくります。   

④会員増強目標を 15 名と

します。様々な活動に積極

的に参加することと、友人、

知人関係を中心に一人一人

の会員が一人一人を誘える

環境を整えていきます。 

□管理運営委員会    

委員長：北川綾子    

副委員長：竹浪大輔   

委員：岡本 薫         

管理運営委員会は、年間

プログラムと例会プログラ

弘前アップル RC 週報 
会長：山本周平 幹事：菊池 勲 2012/08/06 第 16 回例会 
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ムの確立を行ってまいります。

１年目ということもあり、１

年間のスケジュールや日程、

及び例会のプログラムや組み

立てもまだまだ手探りの状況

です。今年一年、試行錯誤し

ながら、２年目、３年目につ

ながっていくようなスケジュ

ールつくりと例会の管理運営

を行ってまいります。   

[具体的な活動]      

①弘前アップルロータリーク

ラブらしい例会を目指します。

②時間厳守と期日厳守を徹底

します。         

③年間スケジュールなど、会

員にとって無理のない調整と

管理を行っていきます。  

④３か月スケジュールや年間

スケジュールなど、予定表の

作成を行っていきます。 

□アカデミー委員会    

委員長：関場慶博     

副委員長：田中裕介    

委 員：秋元 隆 

本委員会には、ロータリーに

関する情報を収集し、会員の

研修を担い、クラブの将来像

と長期計画、クラブの奉仕プ

ロジェクトや活動を推進する

ための計画を立案するという

役目が与えられていますので、

その役目を全うすべく今年度

の活動計画を下記のようにた

てました。 

1. ロータリー寺子屋（ロー

タリーの歴史、哲学など

を学ぶ）を年 2 回開催す

る。 

2. ロータリー白熱討論例会

（ロータリーに関する素

朴な疑問や意見を語り合

う）を年 2 回行う。 

3. クラブ例会で、ロータリ

ー情報を会員へ提供する。 

4. クラブ中長期計画委員会

を年一回開催し、クラブ

の中長期計画を立案する。 

5. クラブ週報の作成。 

 

□奉仕プロジェクト委員会 

委員長：三浦順子     

【職業奉仕委員会】     

副委員長：山崎 徹            

委員：吉田淑子      

【社会奉仕委員会】    

副委員長：角田睦子     

委員：板澤雅人     

【世界社会奉仕委員会】  

副委員長：山田順子     

委員：上田 勝      

【新世代奉仕委員会】   

副委員長：荒田俊治     

委員：渡邊 潔     

【ロータリー財団・米山奨学

金委員会】        

副委員長：齋藤貴博    

委員：笹川皇人 

今年度は小委員会が合同で

活動を行う。活動の目標お

よび計画は以下のとおりで

ある。         

１.クラブの活性化と親睦 

①会員相互の理解を深める

ため昨年度にひき続き会員

卓話を実施する。    

②クリスマスや創立記念日

などを家族例会とし、家族

ぐるみでロータリーを楽し

む。          

③年に一度、課外活動を実

施する（ゴルフコンペ、

BBQ 大会など）     

④近隣クラブと合同例会を

行う（平賀尾上、大鰐など）  

２.ロータリーの理解を深

め関心を持つ。     

①交換留学生や米山奨学生

をクラブの卓話に招く。 

②米山スポンサークラブや

青少年交換留学生の派遣や

受け入れを積極的に取り組

む。          

３.地域社会のニーズを把

握し、連携し、同時に広報

活動を行う。       

①カルチャーロードに参加

する。カルチャーロードは

今後広報活動も含め、長期

的に取り組めるプログラム

を模索する（今年度は初参

加なので実行委員会に全面

協力する）       

②地域の美化活動を実施す

る。 
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9 月 16 日カルチャー

ロードへ参加 
弘前市で毎年第 2 日曜日に行

っている文化の祭典・カルチ

ャーロードが今年も行われま

す。弘前市内で活動する各ロ

ータリークラブも参加するイ

ベントでもあり、この度、弘

前アップルロータリークラブ

としても参加していきたいと

考えています。この機会を通

じて、広く我がクラブの活動

内容を広めていくと共に、

「親睦」と「奉仕」という大

きなテーマを実践する場にし

ていきます。今年は、弘前ア

ップルロータリークラブの携

わった「東日本大震災の復興

事業」を中心に取り上げて、

多くの方々に「復興」へのま

すますの理解をひろげ、一日

も早い「復興」につながる一

助にしていこうと思っていま

す。実行委員会のメンバーは

下記の通りです。 

実行委員長：坂本大輔   

副実行委員長：渡邊潔、木村

由美           

会計担当：宇野純子    

技術担当：齊藤貴博    

企画担当：菊池勲 

 

元青少年交換学生スタ

ン君がやってきました        

2 年前に青少年交換学生とし

て弘前に 1 年間住んで東奥義

塾へ通っていたスタンフォー 

 

ド・グッドウィン君が弘前へ

帰ってきました。日本のお母

さん三浦順子さん宅に 12 日

まで滞在予定です。スタン君

は弘前へ来る前に約 3 週間、

岩手県の被災地でボランティ

ア活動をしてきました。日本

は第二の故郷。その故郷が地

震、津波で大きな被害に遭っ

たことに心をたいへん痛め、

少しでも被災者の方々のお役

にたちたいと、今回訪日しま

した。  

 

 

井島愛華さん、ようこ

そアップルクラブへ 

1 年前から岩手県宮古市の

「かわいキャンプ」でボラン

ティア活動を続けている井島

愛華さんのお話をお聞きしま

した。「最初に被災地に入っ

たのは、3.11 の 2 か月後、岩

手県大槌町でした。東京から、

がれき撤去のボランティアの

ためのバスで行きました。最   

 

初見た光景は衝撃でしたが、

自分ができることはやってい

こうと思いました。その後、

かわいキャンプに寝泊まりし

て、お金がなくなれば東京へ

戻ってお金を稼いで、またキ

ャンプに戻ってボランティア

をする。がれき撤去のニーズ

もなくなってきましたので、

一度東京へ帰って傾聴ボラン

ティアのトレーニングを受け

て盛岡へ帰りまして、仮設住

宅を回って傾聴ボランティア

をしています。被災者の方々

の心も変化してきていること

を感じます。当初は悲惨さを

訴えることが多かったが、最

近は落ち着いてきていて、現

状を受け止めて、立ち直ろう

としているように感じます」

なぜボランティア活動を始め

たのですか？という会員から

の質問に、「なぜか自分に聞

いても分からないですが、あ

の津波の映像を見たら、行か

なきゃと思ったんですよね」

愛華さん、どうぞお元気で今

後もがんばってください。 
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■理事会報告 例会に先立っ

て理事会が開催され、下記の

案件が承認されました。①特

別会計決算 ②2012 年 6 月

決算 ③カルチャーロードへ

の正式参加および実行委員会

組織人事案 ④次年度会長お

よび幹事の人事案 ⑤慶弔規

定作成 ⑥外部卓話者への交

通費 

■出席報告        

会員数 25 名 出席者数 13 名 

出席率 52％（修正出席率：

88％） 

ＭＵ報告：       

7/29 第 2500 地区米山記念

奨学金セミナー  関場  

7/29 第 2500 地区 R 財団セ

ミナー  関場     

7/31 第 2830 地区 2011-12

年度ガバナー事務所会議     

     関場 三浦   

８/６ クラブ理事会 ５名

出席  

ゲスト：2009-10 年度青少年

交換留学生スタンフォード・

グッドウィン、井島愛華さん 

■ ニコニコ報告 

（15,400 円） 

坂本大輔：オリンピック中継。

うたた寝をしてしまい、せっ

かくの良いシ－ンを結構見逃

してします。でも、私が寝る

と～なぜか日本人選手はメダ

ル獲得！ 

岡本薫：オリンピック期間中

で毎日感動しています。アス

リ－ト達のたゆまぬ努力の結

晶がメダルにつながり、運・

不運もあるけどひたむきに努

力する姿は美しいと思います。

メンタルの強さも大事ですね。 

齊藤貴博：ここ数日、毎日会

社に遅刻しています。全ては

オリンピックのせいです。サ

ッカ－、バレ－ボ－ル、卓球、

その他 今回の日本は、見ど

ころいっぱいです。今日も 1
時から「なでしこジャパン！」

明日も遅刻です。 

山本周平：玄米ダイエットで

4 キロ減量成功！（2 週間

で）。ぎっくり腰にはならな

いぞ！ 

吉澤葉子：なんだか会長お久

しぶりですね。先日 20 年ぶ

りに、青森ねぶた観ました。

私は、弘前ねぷたが好きです

が、短い夏を楽しみたいです

ね！ 

木村由美：昨夜一度だけ「ね

ぷた運行」に参加しました。

今日、「ひざ」が痛いのは若

いからでしょうか？ボス！！ 

関場慶博：久々の例会のよう

な気がします。皆さんとお会

いするのが待ち遠しかったで

す。暑さが続いています。ご

自愛を！ 

吉田淑子：先週金曜日の事、

ポストに上下水道料金の検針

表が入っていた。1 ヵ月の料

金が・・何と！「266,000

円！！」。びっくりして、電

話をかけまくり。結果、検針

員の入力ミスと判明。ああい

うものは、ちゃんと見よう。

本当にびっくりしたよう！ 

宇野純子：8/2 は黒石ねぶた。

8/3 平川市のねぷた～とって

も良かったヨ！おすすめで～

す平川市。8/4 五所川原立

ちねぶたで、酒を飲みながら

のねぶたは最高だね♪青森県

人で良かった。 

田中裕介：金曜日、三浦家大

ＢＢＱ大会にお招き頂きまし

た。娘さん、息子さんもいら

っしゃいましたが、皆さん本

当に素敵で、楽しいご家族で

した。藤崎町だけでなく、弘

前市にも「母」ができました。

これからも、たくさんお手伝

いしますね！ 

細川美奈子：この度は、みな

さまよりお悔やみ、お花本当

にありがとうございました。 

 

吉田淑子さんか

ら全会員へ沖縄

旅行のおみやげ

をいただ

きました。

沖縄産の

かわいい

ハンカチ

です。 
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